
第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】４ 

１：地球の自転周期は 24 時間です。２：約 0.25 秒です。３：10GHz を超えると降雨による減衰が大きくなり

ます。５：春分と秋分の頃に発生する事象です。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】２ 

アンテナは、周波数が高くなるほど小型にすることができます。したがって、アンテナの大きさが一定の場合、

高い周波数にするほど高性能な（＝指向性の鋭い）ものとなります。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】１ 

キルヒホッフの法則、テブナンの定理、重ね合わせの原理のいずれを用いても解くことができます。ここではキ

ルヒホッフの法則を用いてみます。 

16Vの電池－4Ω－9Ω―16Vの電池と流れる電流を I1、24Vの電池－12Ω－9Ω―24Vの電池と流れる電流を I2

とします。すると、 

 4I1＋9（I1+ I2）＝16 

 12I2＋9（I1+ I2）＝24 

が成立するので、下の式から上の式を引いて 

 12I2－4I1＝8 → 3I2－I1＝2 → I1＝3I2－2 

したがって、 

 12I2＋9（3I2－2+ I2）＝24 → 48 I2＝42 → I2＝0.875A、I1＝0.625A、I1+ I2＝1.5A 

と求まります。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】３ 

パルスの繰り返し周波数の逆数が周期 Tですから、Tは 25μsです。衝撃係数は、Tの期間に占めるパルス幅で

すから、1/5つまり 0.20です。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】４ 

これは進行波管で、マイクロ波の増幅に用いるものです。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】２ 

リアクタンス分は、インピーダンスのうち虚数成分ですからωL＝1/ωC のときにゼロとなります。直列共振時

の LC部分のリアクタンスはゼロとなるため、回路電流が最大、インピーダンスの大きさは最小です。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】３ 

バラクタダイオードは、逆バイアスを与えたときに PN接合間にできる空乏層をコンデンサとして利用する素子

です。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】１ 

OFDM ではデータを分割して伝送するため、サブキャリア１本あたりのシンボルレートを低くすることができ

ます。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】４ 

ラッキー問題ですね。52Mbps÷32kbps＝1625です。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】２ 

この問題が出たときは、解き方の公式に当てはめるだけです。 

K=K1＋K2／Gですから、K=270＋400/4＝370と求まります。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】２ 

これは周波数ダイバーシティの説明です。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】５ 

誤り発生時に再送を要求するのは ARQ、受信側で誤りを訂正するのは FECと呼びます。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】４ 

回線制御や監視機能を持つ制御地球局が存在しないと、衛星と地上との通信の中継や衛星自身の制御をおこな

うことができません。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】３ 

受信波をいったん再生することから、再生中継方式と呼びます。確実に押さえるべき問題です。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】５ 

パルス繰り返し周波数を高くすると、遠方からの物標反射波が次の送信波に埋もれてしまいます。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】３ 

電波が 65μsの間に伝わる距離が物標までの往復距離です。計算すると 9750mになります。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】５ 

知識問題です。覚えておきましょう。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】５ 

長い反射器は誘導性インピーダンスとなります。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】１ 

バランとは、バランス（平衡）－アンバランス（不平衡）の頭文字をとったもので、不平衡電流が流れる同軸ケ

ーブルと平衡電流が流れるアンテナとの間で変換を行うトランスを指します。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】１ 

標準状態は③のような形ですが、①のように屈折率の逆転層が存在すると、屈折率の境界面と大地との間で電

波が反射し、遠方まで伝搬することがあります。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】３ 

複数の伝搬経路の電波が干渉した際、伝搬距離がλ／2となると逆位相になって弱めあいます。これを防ぐため、

伝搬経路の差がλ／2となる点を示したのが第 1フレネルゾーンで、電波を反射する建物などがここに入らない

ようにするための余裕をクリアランスと呼びます。 

  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】２ 

常識的に考えてすぐに分かる問題ですね。 
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【解答】４ 

50Ωに 0.71Vの電圧が掛かるとき、消費される電力は E2／Rより 0.01W＝10mWと求まります。つまり＋

10dBmです。したがって、被測定増幅器は－16dBmが入力されたときに＋10dBmを出力しますから、増幅度

は 26dB つまり 400倍です。  



第一級陸上特殊無線技士国家試験解説©H.Kemanai kema@khz-net.co.jp 無断での商用利用を禁じます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【解答】１ 

リサジュー図形の描き方とその説明を端的に表す文章ですから、知らなかった人はこのまま覚えてしまいましょ

う。 


